
放射性リガンド療法（RLT）に
関する注意点

製造上のリスク

配送上のリスク

製造時の放射線量が担保されないことによる欠品のリスク

製造後の交通状況による欠品・遅延のリスク
（例：天候による航空便の欠航）

放射性医薬品は製造後の使用期限が短いため
（プルヴィクト：120時間、ルタテラ：72時間）、

ご注文を受けてから製造し、各医療機関にお届けしております。

したがって、お届けの際には、以下に示すようなさまざまなリスクが伴います。

①ご注文

②お届け

③投与③投与

医療
機関

製造
（工場）

使用期限内に
患者さんに投与

RLTを受ける患者さんとご家族の方へ

●リスクに対しては万全を期しておりますが、お届けの時間遅延や欠品に
よる治療日の変更をご検討いただく可能性があることをご了承ください。
●欠品により中止となった治療のためにご負担された交通費/治療費に
つきましては、弊社にてお支払い（振込）させていただきます。
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